
駒止峠こまどとうげ（太文字は駒止峠の郡債関係と思われるもの） 

★39.2.22 ――入小屋まで雪舟カネダイヨリ一人測量工夫弐人外に田島星―――同宿  

◍39.2.23―――入小屋この度開く可き道を通り、工夫案内す 針生又三郎休み   

★39.4.26――田島を弥太郎人力で出立してカバンを落し、静川に荷を頼み、田島へ帰る 

       田島泊 

    27 日に田島立ち、針生にて手間とり、入小屋へ☐☐☐に着、夜帰宅。27 日田島ま

で万吉迎え、「弥太郎人力持ハ歩行」 

◍39.4.29―――「本日山上技師駒止峠ニ来ルノ電報昨日ノモノ十一時過着」「夕方山口ニ行 

       山上技師、山内郡長、大束郡書記、風間工手外一同」 

◍39.5.3―――「山上技師兼工師。風間工手壱人。工夫壱人。助手来リ外池沼ハマノ治水場一

同ニ見ル」 

◍39.5.12――「駒止工夫、武田使ニ来ル」 

◍39.5.15――「今日駒止峠へ行頂上ニテ山上一行ニ逢、山口泊」 

◍39.5.16――「一旦山口より帰り直ニ出立シテ田島ヘ行く。但山口ヨリ人車ニテ帰リ其人車

ニテ峠分れ道迄、夫より歩行針生迄弥太郎迎ひ出ツ。夜十二時頃郡役所ニ」 

◍39.5.17――「田島滞在。駒止峠測量大不出来ナルモ、先ツ曲リナリニモ結了（終了？）ヲ

ツケサセル事ナリ。為メニ夜深更予ハ十時過帰着」 

◍39.5.18――「田島八時立、山上技師一同若松栄町清水屋泊、柴四郎氏ニ逢フ」 

◍39.5.19――「若松岩越壱番ニテ福島。山上大束同車」 

◍39.5.25――「福島滞在朝より県庁へ出頭。知事部長皆多忙甚シ。穏談ノ暇なし」「二時半頃

ニ土木駒止件定マル帰宿」 

◍39.5.26――「福島滞在―――山内郡長着福来訪、談後余ハ宿ニヨリ郡長ノミ出庁」 

◍39.5.27――「朝郡長来訪より予吉成土木課長ヲ訪フ」 

◍39.5.28――「福島――十二時十五分福島発車、若松栄町清水屋泊十一番はなれ」 

◍39.5.29――「若松八時半頃立、人力ニテ四時頃田島着。植竹ニテ今生森次郎、松田、大束、

入小屋伴次、八十八外来会」 

◍39.5.30――「針生まで弥太郎人力但し今生にて酒、入小屋伴次ニテ酒、入小屋より被送」 

◍39.6.27――山内郡長とたびたび会う・書簡 

◍39.7.21――「五時立、荷セ負耕作針生迄田島行」→若松→福島（有田知事の添書）→東京 

      →福島・「松田郡書記ヲ呼談」→郡山木村屋泊→若松→田島 8/4 帰宅 

◍39.8.4―――「田島五時立今生酒屋朝飯諸々立寄帰宅」 

◍39.8.19――「大誠針生三荷セ負」「盛雄柳津十三参り同伴 田島泊」 

◍  20――「田島より植竹父子とも人車三台ニテ若松栄町清水屋泊」 

◍  21――予と植竹、外二人で若松栽培所へ出頭「忠次郎実兄惣七暴殺事件証人召喚」 

◍39.9.7―――「五十子連出立、田島泊 此日全部歩引」→若松→東京 

◍39.9.11――－「山上技師へ発郵」 



◍39.9.13~――松本郡書記、上表郡長、山上技師、山内郡長、渡部又左衛門その他との書簡往

来 

◍  19――内務省出頭、大臣面談、福島の山内郡長へ発電、 

◍  20~――「内務省出頭、井上書記官、五十嵐一等属、旅野五等属面談、又吉原次官面談、

郡債ノ事在福島山内郡長へ発電、渡部又左衛門へ発郵、此日内務省ニ二次半迄」 

◍39.9.25――東京→福島 

◍  26――山内郡長同道県庁へ出頭、山上、相馬、西村壱部長に逢。 

◍  27――「山内郡長同伴知事平岡定太郎氏宅ヲ訪、松尾日銀総裁ニ逢、夫より県庁ニテ

知事郡債談ニ及、山内郡長へ相馬庶務課長出京セラレ同道、九時  発ニテ出京」 

◍  28――「上野へ六時着名倉支店ニテ三人朝食シテ内務省及大蔵省へ出頭、予は大蔵、

柳(ママ)馬両氏内務。本日内務ハ決判済。夕七時四十分発、相馬氏ハ帰庁ス。郡長ハーーー」 

◍  29――「郡長ハ大蔵、予ハーーー内務大臣ヲ訪ヒ、芝下高下高輪平松三郎氏ヲ訪」 

◍39.10.1――「早朝平野氏来談、くたびれ、朝寝」「大蔵省ニ行  山内郡長一同理財局神保

太仲主任農課長不勤、室井平蔵等の課長代理、課長丈ケ決判ノ所、神保カ本日中局長ノ決

断トリ、明日は事務官、次官迄必ス決判取り候旨ニテ引取、山内氏ハ銀座―――、五二回

一覧外レテ予ハ芝下高輪弁護士平松福三郎氏ニ行」 

      「今朝にも腹合不宜候ニ付かゆヲ食シ休ム」 

◍39.10.2――「午後四時山内郡長来訪、郡債内務大蔵許可。郡役所、県庁、田島銀行へ電報」 

◍39.10.6――東京→郡山→若松 

◍39.10.8――「若松より十一時立、人車ニテ田島ヘ夕七時頃着」 

◍39.10.9――「田島滞在郡役所へ出頭、又今夕五時より梅樹館へ郡長初メ松本、大束、松田

外町村長渡部又左衛門氏外有志より予ノ慰労会ニ被招タリ」 

◍39.10.10――「田島九時立半、豊作荷セ負ニテ今生休ミ針生昼食、山口、山口屋休み、山口

より人車青柳橋向迄ニテ帰宅、夜九時過カ」 

◍39.10.13――「今夜山内郡長へ必親展急封認投函」 

◍39.10.14――「昨日駒止峠ノ件ニテ役場へ熊夫、助役回答」 

◍39.10.22――「役場より駒止人夫米金ノ事申来リタリ断ル」 

◍39.11.29――「居宅ヲ九時立、カネダイ立寄り入小屋より駒止峠工事実視、針生平野又三郎 

      泊。駒止峠工事見聞之次第左ニ」（左は空白） 

◍39.11.30――昨夜より雪降り「針生九時半過ニ立迎ひ人力ニテ今生（二つヤマの三の家印）

立寄郡役所ニも寄泊り、今夕方より丸山館ニ。郡長、松本、大束、渡部又左衛門氏、渡部

森次郎氏、植竹其外集り酒食」 

◍39.12.1――田島→若松へ人車。九時立、三時四十分着→2 日福島へ３日から県会。  

◍41.1.1――「予ハ昨日田島発帰途、駒止峠道不明雪明かり歩行、宅ニハ前六時着、為メ足痛

不参拝（鎮守参拝）」 


